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平成26年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会

議決した案件
●条例案…11件　●予算案…３件　●承認案…２件　●諮問…２件　●同意案…３件
●その他…３件　●委員会提出議案…２件　●議員提出議案…１件　●議長発議…１件

（●全会一致可決…24件　●賛成多数可決…４件）

Pick Up

火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
ま
し
た

　

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
火
災
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
催
し
に
お
い
て
は
、
消
火

器
の
準
備
や
露
店
の
開
設
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

条
例
改
正
の
背
景

　

平
成
25
年
８
月
15
日
に
、
京
都
府

福
知
山
市
で
行
わ
れ
た
花
火
大
会
に

お
い
て
、
死
者
３
名
、
負
傷
者
56
名

と
い
う
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
は
、
花
火
大
会
に
出
店

し
て
い
た
露
店
の
関
係
者
が
、
発
電

機
に
ガ
ソ
リ
ン
を
補
給
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
引
火
し
、

燃
え
広
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
火
災
を
防
止
す
る
た

め
、
多
数
の
人
が
集
ま
り
、
か
つ
火

気
を
使
用
す
る
な
ど
、
火
災
の
危
険

性
が
高
く
な
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト
会
場

等
に
対
し
て
、
新
た
な
防
火
管
理
の

仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

改
正
の
内
容

①�

多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
に
お
い

て
、
火
災
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る

器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火

器
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②�

大
規
模
な
屋
外
催
し
（
露
店
等
が

100
店
舗
以
上
出
店
す
る
催
し
）
を

主
催
す
る
場
合
は
、
防
火
担
当
者

を
選
任
し
、
火
災
予
防
上
必
要
な

業
務
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、

消
防
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

届
け
出
な
か
っ
た
場
合
は
、
30

万
円
以
下
の
罰
金
を
科
す
。

③�
大
規
模
な
屋
外
催
し
に
該
当
し
な

い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
夏
祭
り
な

ど
、
露
店
等
を
開
設
す
る
場
合
は
、

消
防
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　

条
例
改
正
後
の
主
な
変
更
点
は

何
か
。

Ａ�　

と
ん
ど
や
花
火
大
会
な
ど
、
火

災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
等
を
発
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
等
に
関
し
て

は
、
従
来
か
ら
届
け
出
の
義
務
は

あ
っ
た
が
、
昨
年
の
京
都
府
福
知

山
市
で
の
露
店
火
災
事
故
を
受
け

て
、
新
た
に
、
露
店
等
の
開
設
に

伴
う
届
け
出
を
付
け
加
え
る
も
の

で
あ
る
。

Ｑ�　

本
市
に
お
い
て
は
、
露
店
等
が

100
店
舗
以
上
出
店
す
る
大
規
模
な

指
定
催
し
と
し
て
、
何
件
ぐ
ら
い

該
当
す
る
の
か
。

Ａ�　

現
在
は
酒
ま
つ
り
の
１
件
が
該

当
す
る
。
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Select.2

平成26年第２回定例会　議案の概要

◎
取
得
の
内
容

①
種
別　

動
産

②
種
類　

消
防
用
車
両

③
品
名　

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

④
数
量　

１
台

⑤
取
得
価
格　

三
，
五
九
一
万
円

⑥
相
手
方

　
　

東
広
島
市
安
芸
津
町
風
早

　
　

中
下
モ
ー
タ
ー
ス
有
限
会
社

⑦
納
期　

平
成
27
年
２
月
27
日

化学消防ポンプ自動車
（参考写真）

◎
主
な
改
正
の
内
容

①
法
人
市
民
税

　

地
方
法
人
税
（
国
税
）
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
地

方
税
法
に
お
け
る
法
人
税
割
の

税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
市
税
条
例
に
お
い
て
も

税
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

Select.1
〈
議
案
第
105
号
〉

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入

　

東
広
島
市
消
防
局
消
防
車
両
整
備
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
配
備
か
ら
17
年
を
経

過
し
て
い
る
大
崎
上
島
消
防
署
の
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
す
る
た
め
買

い
入
れ
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
108
号
〉

法
人
市
民
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
の
税
率
を
改
正

　

東
広
島
市
税
条
例
を
一
部
改
正
し
、
法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
を
引
き

下
げ
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
公
共
の
危
害
防
止
の
た

め
に
設
置
さ
れ
た
施
設
に
お
け
る
固
定
資
産
税
に
特
例
措
置
を
設
け
る
も
の
で
す
。

現行 改正

100分の
14.7

100分の
12.1

区分 現行 改正

原付
（50cc以下） 1,000円 2,000円

軽４輪乗用
（営業用） 5,500円 6,900円

軽４輪乗用
（自家用） 7,200円 10,800円

②
軽
自
動
車
税

　

自
家
用
軽
４
輪
、原
付
、
２
輪

な
ど
は
、課
税
額
が
約
1.5
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。な
お
、軽
４
輪

に
つ
い
て
は
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
に
初
め
て
車
両
番
号
を
取
得

し
た
も
の
か
ら
適
応
さ
れ
ま
す
。
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Select.4

平成26年第２回定例会　議案の概要

Select.3
〈
議
案
第
118
号
〉

河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

　

河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
及
び
福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
新
た
に
整
備
す
る

こ
と
に
伴
い
、
名
称
、
位
置
及
び
使
用
料
の
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
、
河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
は
平
成
27
年
２
月
１
日
、
福
富
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
平
成
27
年
４
月
１
日
。
予
約
な
ど
の
手
続
き
は
、
施
行
前
に
お

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
議
案
第
112
・
113
号
〉

西
条
駅
周
辺
に

駐
車
場
、駐
輪
場
を
整
備

　

東
広
島
市
自
転
車
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
、
東
広
島
市
駐
車
場
条
例
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
条
例
で
は
、
西
条
栄
町
駐
輪
場
及
び
西
条
駅
北
第
２
駐
輪
場
、
西
条

栄
町
駐
車
場
及
び
西
条
駅
北
駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と
や
使
用
料
を
定
め
ま
す
。

◎
施
設
の
概
要

○
河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

　

広
島
空
港
周
辺
整
備
事
業
と
し
て

河
内
町
入
野
地
区
に
建
設
し
て
い
る
。

　

バ
レ
ー
９
人
制
男
子
が
２
面
、フ
ッ

ト
サ
ル
な
ら
１
面
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ら
４
面
が
と
れ
、規
模
や
機
能
で
は
河

内
地
区
の
中
心
的
役
割
と
な
る
施
設
。

○
福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

男
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
５
面
、軟

式
野
球
の
社
会
人
規
格
が
１
面
、大
人

の
サ
ッ
カ
ー
な
ら
２
面
が
と
れ
る
規
模

で
、複
数
面
を
同
時
使
用
で
き
、近
隣
施

設
と
の
連
携
で
大
規
模
な
大
会
が
開
催

可
能
と
な
る
北
部
の
拠
点
的
な
施
設
。

区　　　分 使用料 照　　明　　料
全面 400円 200円
半面 200円 100円

区　　　分 使用料 照　　明　　料
Ａ球場 全面 600円 　　　　　　1,100円
Ｂ球場 全面 900円 −
ソフトボール場 １面 300円 800円（約70％点灯）
サッカー場（大） １面 600円 −
サッカー場（小） １面 300円 800円（約60％点灯）

◎
施
設
の
概
要

○
西
条
栄
町
駐
車
場
・
駐
輪
場

　

市
役
所
の
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
向
か
い

側
の
土
地
に
、
自
動
車
36
台
分
の
駐

車
場
、
自
転
車
225
台
分
の
駐
輪
場
を

設
置
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
1
日
か
ら
供
用
開

始
す
る
予
定
で
す
。

◎河内スポーツアリーナ　（※１時間当たりの料金）

◎福富多目的グラウンド　（※１時間当たりの料金）

○�

西
条
駅
北
駐
車
場
・
西
条
駅
北
第

２
駐
輪
場

　

西
条
保
育
所
跡
地
に
自
動
車
22
台

分
の
駐
車
場
、
自
転
車
356
台
分
、
バ

イ
ク
84
台
の
駐
輪
場
を
設
置
し
ま
す
。

　

規
則
で
定
め
る
日
か
ら
供
用
開
始

す
る
予
定
で
す
。

西条栄町駐車場、西条栄町駐輪場
（右側）

西条駅北第２駐輪場
（工事中）
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平成26年第２回定例会　議案の審査経過

●
議
員
派
遣

　
（
海
外
行
政
視
察
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

全
国
市
議
会
議
長
会
の
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
都
市
行
政
視
察
に
つ
い

て
、
財
政
難
を
理
由
に
、
海
外
行
政

視
察
を
廃
止
す
る
自
治
体
が
相
次
い

で
い
る
中
、
本
市
も
海
外
行
政
視
察

廃
止
を
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

議
員
の
任
期
も
１
年
を
切
り
、
し
か

も
、
改
選
半
年
前
の
10
月
の
視
察
で

治
体
が
出
て
き
て
お
り
、
給
食
費
の

値
上
げ
に
反
対
す
る
。
ま
た
、（
仮

称
）
寺
西
第
二
小
学
校
新
設
に
伴
う

４
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
住
民
を

対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
、

も
っ
と
住
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
大

事
で
あ
っ
た
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
119
号

　
�（

平
成
26
年
度
補
正
予
算
）

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

補
正
予
算
に
は
、
広
島
県
の
主
導

に
よ
り
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
フ
ラ

ン
ス
の
パ
リ
で
の
広
島
フ
ェ
ア
の
負

ど
れ
だ
け
費
用
対
効
果
が
上
が
る
の

か
大
変
疑
問
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
119
号

　

�（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
給
食
費
の

滞
納
世
帯
は
、
前
年
度
の
３
倍
に
達

し
て
い
る
。
全
国
で
は
、
消
費
税
増

税
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
体
の
裁

量
で
給
食
費
を
引
き
上
げ
て
い
な
い

と
こ
ろ
や
給
食
費
を
無
料
に
す
る
自

担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
広
島
県
の

特
産
品
で
あ
る
日
本
酒
を
海
外
に
売

り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
大
い
に
評
価

し
、
賛
成
す
る
。
併
せ
て
、
県
主
導

で
は
あ
る
が
、
今
後
の
た
め
に
も
、

こ
う
い
っ
た
催
し
を
職
員
に
経
験
さ

せ
る
と
い
う
意
味
で
、
ぜ
ひ
職
員
を

派
遣
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を

提
案
す
る
。

●
議
案
第
108
号

　

�（
税
条
例
等
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

軽
自
動
車
税
の
増
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
以
降
に
も
、
新
規
購
入

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号▶ 議
員
派
遣

議
案
第
108
号

議
案
第
119
号

議
案
第
111
号

会　派　名 議　員　名

新 風 ２ １

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○

寺尾　孝治 議 議 議 議

上田　　廣 ○ ○ ○ ○

中曽　義孝 ○ ○ ○ ○

杉井　弘文 ○ ○ ○ ○

合 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○

新開　邦彦 ○ ○ ○ ○

家森　建昭 ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○

威 信 会

麻生　　豊 ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○

大江　弘康 ○ ○ ○ ○

山下　　守 ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○

渡邉　國彦 ○ ○ ○ ○

市民クラブ

西本　博之 ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○

五 月 会

平岡　　毅 ○ ○ ○ ○

坂本　一彦 ○ ○ ○ ○

下村　昭治 ○ ○ ○ ○

東広島いろは会
重光　秋治 ○ ○ ○ ○

早志　美男 欠 ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × ×

市民フォーラム 鈴木　利宏 欠 ○ ○ ○

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論
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時
に
増
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
経
費
を
削
る
た
め
に
軽
自
動
車

に
乗
り
か
え
て
き
た
市
民
に
重
い
負

担
を
課
す
も
の
で
あ
る
。
公
共
交
通

機
関
が
衰
退
し
た
地
域
で
は
、
軽
自

動
車
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手

段
で
あ
り
、
２
台
、
３
台
を
所
有
し

て
い
る
家
庭
も
少
な
く
な
い
。
消
費

税
増
税
の
上
に
軽
自
動
車
税
を
増
税

す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
二
重
の
弱
い

者
い
じ
め
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
反

対
す
る
。

●
議
案
第
108
号

　

�（
税
条
例
等
一
部
改
正
）

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

法
人
税
引
き
下
げ
に
伴
い
、
地
方

経
済
の
疲
弊
、
企
業
の
外
国
進
出
に

よ
る
空
洞
化
、
海
外
企
業
の
日
本
敬

遠
と
い
う
こ
と
が
特
に
懸
念
さ
れ
て

い
た
が
、
法
人
地
方
税
と
い
う
形
で

補
填
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い

経
済
の
動
き
が
期
待
さ
れ
、
本
市
に

お
い
て
も
、
そ
の
動
き
は
好
影
響
と

し
て
出
て
く
る
も
の
だ
と
考
え
、
賛

成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
３
号

　

�（
地
方
財
政
充
実
・
強
化
）

賛
成

 

谷　
晴
美
議
員

　

地
方
財
政
確
保
の
た
め
に
、
国
に

対
し
て
必
要
な
予
算
措
置
を
願
う
も

の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、

中
小
企
業
に
対
す
る
税
負
担
が
さ
ら

に
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
３
号

　

�（
地
方
財
政
充
実
・
強
化
）

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

国
に
お
い
て
は
、
金
融
緩
和
、
財

政
出
動
、
成
長
戦
略
の
中
で
、
経
済

状
況
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
好
転
し

て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の
財
政
や

経
済
状
況
は
、
い
ま
だ
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
地
方
行
政
の
事
務
が
増

え
、
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、

地
方
交
付
税
や
一
般
財
源
の
拡
大
に

向
け
た
意
見
書
を
し
っ
か
り
と
出
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
人
件
費
削
減
等
の
行
革
指
針

に
基
づ
く
地
方
交
付
税
の
算
定
と
い

う
も
の
は
、
交
付
税
算
定
を
通
じ
た

●�

議
案
第
111
号
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
増
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
て
き
た
国
庫
負
担
率
こ

そ
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
既
に

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
中
だ
け

で
の
処
置
は
限
界
を
超
え
て
い
る
と

判
断
し
、
反
対
す
る
。

●�
議
案
第
112
号�

（
自
転
車
駐
車

場
設
置
及
び
管
理
条
例
一
部
改
正
）

賛
成

 

谷　
晴
美
議
員

　

路
上
や
歩
道
上
へ
の
駐
輪
と
い
う

実
態
が
あ
る
中
、
Ｊ
Ｒ
西
条
駅
北
側

及
び
市
役
所
西
側
の
ホ
テ
ル
用
地
を

活
用
し
た
新
た
な
駐
輪
場
の
整
備
に

つ
い
て
、
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、
自

転
車
以
外
の
移
動
手
段
を
持
た
な
い

学
生
な
ど
の
交
通
弱
者
を
支
援
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
対
応
も
必
要

で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
し
っ
か
り
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

国
の
政
策
誘
導
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
意
見
書
に
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
高
く

評
価
し
、
賛
成
す
る
。

●
委
員
会
提
出
議
案
第
₅
号

　

�（
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
医
療
費
助
成
拡
充
）

賛
成

 

谷　
晴
美
議
員

　

こ
の
意
見
書
は
、
お
た
ふ
く
風
邪

や
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ
る
と
確

信
し
、
賛
成
す
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

●
議
案
第
₁₀₅
号

　
︵
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
︶

　
　
　
　

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
本
市
管
轄
区
域

で
、
何
台
配
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
は
、
消
防
力
の
整
備
指
針

に
基
づ
き
、
大
崎
上
島
町
に
あ
る
木

江
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
、
危
険
物
貯
蔵

が
指
定
数
量
の
₆
万
倍
以
上
の
施
設

が
あ
れ
ば
配
備
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
火
災
に
対
応
す
る
ほ
か
、
危
険

物
貯
蔵
施
設
の
火
災
に
対
応
す
る
た

め
、
泡
を
放
出
で
き
る
な
ど
、
十
分

な
消
火
能
力
を
備
え
た
消
防
車
両
で

あ
る
。
本
市
管
轄
区
域
で
は
、
東
広

島
消
防
署
１
台
、
竹
原
消
防
署
１
台
、

大
崎
上
島
消
防
署
１
台
の
、
合
計
３

台
を
配
備
し
て
い
る
。

QＡ

●
議
案
第
₁₀₈
号

　
︵
税
条
例
等
一
部
改
正
︶

　
　
　
　

法
人
市
民
税
の
減
収
分
に

対
し
て
は
、
新
た
に
創
設
す

る
国
税
の
地
方
法
人
税
全
額
を
原
資

と
し
た
地
方
交
付
税
か
ら
充
て
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
具

体
的
に
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

地
域
間
の
税
源
の
偏
り
を

是
正
し
、
財
政
力
格
差
の
縮

小
を
図
る
目
的
で
地
方
に
配
分
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
税
制

改
正
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
実
際
に
は
、
平
成
26
年
10
月

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
た
め
、
そ
の

効
果
が
出
て
く
る
の
は
、
平
成
27
年

度
以
降
と
な
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

具
体
的
な
地
方
交
付
税
の
算
定
方
法

等
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ど
う
い
う
算
定
方
法
で
地
方
に
配
分

さ
れ
る
か
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

QＡ

　
　
　
　

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、

初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を

受
け
て
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
自

動
車
は
、
基
本
税
額
に
上
乗
せ
さ
れ

た
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　

13
年
を
経
過
し
た
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
に
は
、
本
来

の
軽
自
動
車
税
に
20
％
を
上
乗
せ
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

軽
自
動
車
税
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、

金
額
に
し
て
ど
の
く
ら
い
の
影
響
が

あ
る
の
か
。

　
　
　
　

平
成
25
年
度
の
課
税
ベ
ー

ス
で
計
算
す
る
と
、
今
回
の

軽
自
動
車
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

２
億
円
程
度
の
税
収
増
額
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

新
設
さ
れ
る
外
国
法
人
の

国
内
の
支
店
に
対
す
る
税
額

控
除
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
も
の
か
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
、

該
当
す
る
外
国
法
人
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

QＡQＡQ

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、
外
国
に
本

社
が
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に

支
店
が
あ
る
場
合
、
同
一
法
人
と
し

て
、
外
国
で
稼
い
だ
も
の
は
外
国
で

税
金
を
納
め
、
日
本
で
稼
い
だ
も
の

は
日
本
で
税
金
を
納
め
て
い
た
が
、

今
後
は
、
国
際
的
に
主
流
と
な
っ
て

い
る
課
税
方
法
に
合
わ
せ
て
、
別
法

人
と
み
な
し
、
支
店
が
日
本
以
外
で

稼
い
だ
も
の
に
も
課
税
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
課
税
し
て
い
な

か
っ
た
も
の
に
も
課
税
す
る
こ
と
か

ら
、
他
の
課
税
と
同
様
に
控
除
制
度

を
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
時
点

で
は
、
外
国
に
本
社
が
あ
っ
て
、
東

広
島
に
支
店
が
あ
る
法
人
は
な
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
₁₁₆
号

　
︵
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
拡
充
︶

　
　
　
　

高
屋
に
あ
る
児
童
青
少
年

セ
ン
タ
ー
を
拡
充
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
児
童
の
遊
び
場
や
保
護

者
に
対
す
る
子
育
て
の
情
報
提
供
と

い
っ
た
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

ＡQ
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高
屋
の
児
童
青
少
年
セ
ン

タ
ー
に
は
、
青
少
年
に
自
主

活
動
の
場
や
憩
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
、
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
、

非
行
の
防
止
に
関
す
る
こ
と
、
青
少

年
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
な

ど
の
機
能
が
あ
る
。
児
童
の
遊
び
場

の
提
供
や
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て

の
情
報
提
供
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

問
題
行
動
を
起
こ
す
青
少

年
に
対
応
す
る
た
め
、
特
別

の
機
関
を
設
け
る
な
ど
、
も
っ
と
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

市
独
自
の
取
り
組
み
で
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
広
島
県

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に

よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
議
案
第
₁₁₈
号

　
︵
市
民
体
育
施
設
整
備
︶

　
　
　
　

河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

と
福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
完
成
予
定

は
い
つ
頃
か
。

ＡQＡQ

　
　
　
　

河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

は
、
現
在
、
建
物
の
建
築
に

着
手
し
て
お
り
、
平
成
27
年
２
月
の

完
成
予
定
、
福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
現
在
、
造
成
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
完
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
経
済
委
員
会

●
諮
問
第
₁₀₀
号
・
₁₀₁
号

　
︵
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
︶

　
　
　
　

候
補
者
は
、
ど
の
よ
う
に

人
選
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

民
生
委
員
協
議
会
や
教
育

委
員
会
な
ど
に
情
報
提
供
を

求
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
人
選
し
て
い
る
。

●
議
案
第
₁₀₉
号

　
︵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
施
設
廃
止
︶

　
　
　
　

廃
止
さ
れ
る
大
田
集
会
所

の
土
地
と
建
物
に
つ
い
て
、

跡
地
利
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

地
元
か
ら
跡
地
利
用
の
要

望
が
な
け
れ
ば
、
土
地
は
普

ＡQＡQＡ

通
財
産
と
し
て
管
理
し
、
建
物
は
解

体
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

建
設
委
員
会

●
議
案
第
₁₀₇
号

　
︵
市
道
路
線
認
定
︶

　
　
　
　

市
道
と
し
て
認
定
す
る
た

め
の
基
準
は
あ
る
の
か
。
周

辺
の
住
宅
戸
数
が
関
係
す
る
の
か
。

　
　
　
　

市
道
認
定
要
綱
に
基
づ
い

て
認
定
し
て
い
る
。
住
宅
戸

数
は
要
綱
に
定
め
る
要
件
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。

●
議
案
第
₁₁₃
号

　
︵
駐
車
場
整
備
︶

　
　
　
　

市
役
所
庁
舎
駐
車
場
が
満

車
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
、
市
役
所
西
側
の
ホ
テ
ル
用
地

に
整
備
さ
れ
る
西
条
栄
町
駐
車
場
も

同
様
に
使
え
る
の
か
。

　
　
　
　

市
役
所
に
用
務
の
あ
る
人

に
は
、
庁
舎
駐
車
場
と
同
様

に
、
無
料
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。

QＡQＡ

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
副
議

長
は
１
年
で
交
代
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
牧
尾
良
二
副
議

長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
選
挙
の
結

果
、
赤
木
達
男
議
員
が
副
議
長
に
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
結
果

　
　

赤
木　

達
男
議
員　

1₉
票

　
　

家
森　

建
昭
議
員　

12
票

新
副
議
長
決
ま
る副議長　赤木　達男


